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 あけましておめでとうございます。本年も安心・安全で美味しい給食を作ってまいります

ので、よろしくお願いいたします。１月には給食週間があります。これを機に給食の役割に

ついて知り、より深く給食を味わってほしいと思います。 

給食週間 1月 20日～24日 

 日本の学校給食は明治 22年（1989年）に山形県で貧しい子どものために始まり、その後、

各地に広まりました。戦争のために一時中断されましたが、昭和 21年 12月 24日に再び給食

が始まり、この日を「学校給食記念日」としました。数年後、冬休みに重ならないように１

か月後の１月 24 日～30 日を「全国学校給食週間」とし、給食への関心を高める週間として

様々な取組が全国で行われています。今年は、１月 20 日～１月 24 日を給食週間として「昔

の給食時間にタイムスリップしよう」をテーマに給食の歴史を再現します。時代と共に変化

してきた給食の、時代背景や当時の食生活について学びましょう。 

① 昔の給食を再現した献立 

② 給食委員会による献立紹介の放送 

③ 給食だより特別号の発行 

④ 掲示「給食の歴史、先生の思い出の給食」 

⑤ 動画「給食の歴史」 

こんな取組を 

するよ！ 

 給食は、安心安全な食材を選んで使用しています。特に野菜については、京都府産を優

先的に納入して頂き、地産地消を推進しています。地産地消とは、地域で生産された食べ

物を、その地域で消費する取組です。地産地消を推進することで、どの様な 

メリットがあるのでしょうか。 

地場産物のほか、自分が応援したい地域の産品を選ぶこ

とは、その地域の生産者を応援することにつながります。食品

を選ぶ時に、産地情報にも目を向けてみましょう。 

 


